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態とした。支台歯の位置は犬歯を想定し，根面板の形状は台形とドーム状の 2 種類とし，各側面のテーパーを 6 0 と
し，台形の高さを 0 ， 2 , 4 , 6 mm, ドーム状では 2 ， 4 mm として，各 5 個ず、つ製作した。支台歯に加わる側方力の測定
にはひずみゲージを，また床の変位の測定にはダイヤルゲージを，さらに床下粘膜( 2 mmJ享の疑似顎粘膜)に加わる
圧力の測定には圧力センサを用い，根面板の形態が支台歯への側方力ならびに床の変位と粘膜への圧力に及ぼす影響












の計測を行った。根面板の形状は台形とドーム状の 2 種類とし，台形の高さを 0 ， 1 , 2 , 4 mm, ドーム状では 2 ， 4 mm 
とし，各 5 個ず‘つ製作した。荷重位置は， 1 点荷重では校合堤日交合面上の正中部(C)，左右の側切歯部(L)，第一小臼歯
部 (Pl) ，第一大臼歯部 (Ml)，第二大臼歯遠心部 (M2) の 9 か所とし，両側 2 点荷重では左右のPl ， Ml , M2の
















けていることが示唆された。さらに，支台歯の 2 歯より 1 歯の方が支台歯に加わる側方力は大きかったことから，支
台歯の減少により支台歯の負担が大きくなることが示された。両側荷重より左側荷重の方が支台歯に加わる側方力が
大きかったことから，左右均等に校合調整することによって支台歯の負担が小さくなることが示された。
以上のことより，支台歯に加わる側方力は，顎堤遠心部の近遠心的な傾斜，根面板の数および校合点によって変化
するが，根面板の形状をドーム状に，高さを低くし，さらに義歯の校合関係を左右均等に調整し， しかも前歯部での
校合を避けることによって，支台歯に加わる側方力が抑えられ，側方力に弱いといわれる支台歯の保存に役立つ可能
性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，オーバーデンチャーにおける根面板の形態(形状と高さ)と支台歯に発現する側方力との関係を知り，
支台歯に加わる側方力を可及的に抑制する方法を見い出すことを目的として行ったものであるo
その結果，根面板の形状と高さ，荷重点の数，支台歯の数，さらに荷重位置が支台歯に加わる側方力の大きさに対
し，また顎堤遠心部の近遠心的な傾斜の有無が支台歯に加わる側方力の方向に対して影響を及ぼすことが明らかとなっ
た。そこで，根面板の形状をドーム状とし，高さを低くし，さらに義歯の校合関係を左右均等に調整し， しかも前歯
部での校合を避けることによって，支台歯に加わる側方力を抑制できることが示された。
以上のことから，支台歯に加わる側方力に影響を及ぼす要因が明らかとなり，本研究はオーバーデンチャーの設計
と支台歯の保護に対して有益な示唆を与えるものであり，博士(歯学)の学位を取得する資格があるものと認める o
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